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目 的 

（調査事項）  

「空き校舎の活用と地域活性化の取組み」についての先進事例を視察 

  株式会社ビッグバレーインターナショナルは、ＩＴを活用し、医療・介護・

物流について様々な事業を展開している。 

企業理念に地域貢献、地域活性化モデルの促進を掲げており、教育分野で

は日本語学校、多国籍スタッフによるカフェ等の事業も行っている。 

旧小学校校舎の活用について、町に提案があったこともあり、今後の空き

校舎活用や地域の活性化についての参考となる取組み事例を研修する。 

目 的 地 株式会社ビッグバレーインターナショナル（兵庫県尼崎市杭瀬町本町 1-23-2） 

期 間 令和６年２月２日（金） 

視察又は研修の 

成 果 

 

１． 視察事項 

① 日本語学校で授業見学 

② ドミトリー見学（宿泊施設） 

③ 本社見学 

④ 学生寮見学 

 

２． 研修 

① ウクライナ女性２名との意見交換 

② ランチタイム（アマノカフェを経営） 

③ 大谷社長プロゼクターによる説明 

・会社概要、理念等の説明 

・三朝町進出への思いと実行内容 

 



 

３． 成果 

（１） 会社（BVIホールディングス） 

2001年に設立されてから、IT事業を通して地域の問題解決をビジネス

に転換するなど、地域貢献により数多くの感謝状を授与されている。 

（２） 日本語学校 

店舗、住宅の密集した場所で開校されており、教室は狭小であったが 10

名ほどの学生は真剣に受講し、語学だけでなく道徳的にもふれた内容

であった。（全学生数は約８０名） 

（３） 留学生の生活実態 

留学費用は２００万円。 

国別では、バングラディシュとネパールからが多い。 

アルバイトをしながら自炊で生活である。 

２人で１ルームマンションや、視察ではカプセルホテルのような寝室

と、アパートの学生寮に４人が使用されている。 

卒業後は多く国内に就職されている。 

（４） 大谷社長からの説明 

弊社の強みである IT、学校経営、企業及び海外ネットワーク、飲食な

どの強みを活かし、三朝町の強みである自然・農業・空家・温泉があり、

廃校舎を再利用しての取組みの可能性がある。 

【利用形態】 

①日本語学校 ②コワーキングスペース ③サテライトオフィス  

④インバウンド体験型宿泊施設 

  【整備内容】 

机と椅子等備品購入等内装整備、屋根及側壁補修、スペース及び宿泊

施設改修など 

【経済効果】 

 消費拡大、空家問題、人材確保、雇用創出、IT支援、海外志向、観光活

性化、農業育成など 

【町に期待すること】 

改革への協力体制、発生時の問題解決、学生の交通手段、町営住宅等の

賃貸、国からの過疎地域持続的発展支援交付金申請など 

 

 実現するためには、いろいろな問題や対応が必要であるが、視察によりその

経営実態を把握することができた。 

 

 


